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損傷へのアプローチに関する起源は古く、BC2500 年から BC3000 年の古代エジプトのパピル
スにも脳損傷の治療について記されている（Wilson, 2009）。しかし、現在のような脳の機能の
局在を明らかにする近代的な神経心理学の確立は 19 世紀以降のことである。1825 年に




によれば、神経心理学（Neuropsychology）という用語は 1930 年代 1940 年代には文脈の中に
散見される程度であったものが、1948 年になると、ボストンで行われた APA（American  
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Psychological Association）の学術会議において“Neuropsychology”という題名でシンポジ
ウムが開かれるまでになった。1950 年代 1960 年代になると、臨床研究だけでなく、診断的な
評価に関する研究、健常な人に関する研究など様々な神経心理学研究が盛んに行われ、神経心
理学が専門領域として確立するようになった（Benton, 1987）。こうした神経心理学の発展を
受け、1967 年に International Neuropsychological Society (INS) が、1975 年にはアメリカ
における脳損傷や障害の評価や治療の専門家のための非営利の職能団体である National 
Academy of Neuropsychology (NAN) が創設される。さらに、1980 年にはアメリカ心理学会
（APA）に臨床神経心理に関する第 40 部会 APA Division of Clinical Neuropsychology (APA 
Division40) が立ち上がり、ほぼ時を同じくして、1981 年には、心理学の専門資格認定を行っ
ているアメリカ専門心理士認定機関 American Board of Professional Psychology (ABPP) に
神経心理学分野に関する資格認定機関である American Board of Clinical Neuropsychology 
(ABCN) がたちあがる（表 1）。神経心理領域に関連する学会誌も、Neuropsychologia は 1963
年、Cortex は 1964 年と、1960 年代に相次いて発刊されている。Sweet, Meyer, Nelson, & 
Moberg (2011) の調査によれば、アメリカの神経心理士が常時購読している学会誌の第 1 位は
Journal of the International Neuropsychological Societyであり、以下第2位から第5位まで、
Archives of Clinical Neuropsychology、The Clinical Neuropsychologist、Neuropsychology、
Journal of Clinical & Experimental Neuropsychology と続き、表 2 に示すように多くの雑誌














Journal of Clinical & Experimental Neuropsychology 1979
Journal of Clinical Neuropsychology 1979
Archives of Clinical Neuropsychology 1986
Neuropsychology 1987
The Crinical Neuropsychologist 1987
Journal of the International Neuropsychological Society 1995
神経心理学関連学会・団体 創立年
International Neuropsychological Society 1967
National Academy of Neuropsychology 1975
APA Divison of Clinical Neuropsychology(APA Division40) 1980
the American Board of Clinical Neuropsychology(ABCN) 1981
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れ始めるようになる。学術論文データベースである PsycINFO、Psychology and Behavioral 
Sciences Collection、Academic Search Premier、及び Medline を使用して、2013 年 6 月 20
日までに発表された論文のうち、“Clinical Neuropsychologist”が題名もしくはアブストラク
トに使用されている学術論文を検索したところ、1976 年以降の学術論文 171 件が検出された
（表３）。1976 年から 1980 年までの 5 年間ではわずか 2 件であり、1995 年までは 5 年間で発
表される論文が 2 桁を超えることがない状
況が続いていたが、1996 年〜2000 年は 24
件、2001 年〜2005 年は 47 件、2006 年〜
2011 年は 50 件、2011 年以降は 2013 年 6







アメリカにおいて、臨床神経心理士が資格として公のものになるのは、1981 年の ABCN の
発足以降と考えられる。ABCN の親組織である ABPP は 1947 年に創設され、アメリカの職業
的な心理士の資格認定を行ってきた。ABCN は 1981 年以降、臨床神経心理士の資格試験を担っ
ており、ABCN の資格試験に合格すると、臨床神経心理学の専門家としての資格が証明される
（American Board of Clinical Neuropsychology, 2013）。また、臨床神経心理士の定義につい
て公にされたのは、APA Division40 の定義の発表が 1984 年、NAN が臨床神経心理士の定義
を公に向けて発表したのは 1989 年である（Barth, Pliskin, Axelrod, Faust, Fisher, Harley, 
Heilbronner, Larrabee, Puente, Ricker, & Silver, 2003）。さらに、Barth ら（2003）によれば、 
NAN は、1994 年の NAN による定義、1996 年の APA Division40／INS Task Force による定
義、ヒューストン会議における定義の 3 つの定義を下敷きに、2001 年に臨床神経心理士の定
義を改定している（Barth ら, 2003）。臨床神経心理士は 1970 年代に登場し、1981 年に資格制
 


















対象者を AACN、APA Division40、NAN のメンバーとしていることから、アメリカで臨床神
経心理士として働くものはそのいずれかの団体に所属するものと考えられる。そこで、臨床神
経心理士とはいかなるものかについて明らかにするために、ABCN と、APA Division 40、NAN
のそれぞれの機関が公にしている最新の臨床神経心理士の定義を比較し検討する。 
ABCN による臨床神経心理士の定義は、ABCN の最新の資格認定マニュアルである
American Board of Clinical Neuropsychology Candidate’s Manual June 2013 において発表
されている（American Board of Clinical Neuropsychology, 2013）（表４）。また、1988 年 8
月 12 日の APA 会議において APA Division40 の実行委員は表５にある定義を提案した
American Psychological Association Division40, 1989）。また、APA Division 40 は、臨床神
経心理の教育と訓練の専門性に関するヒューストン会議（Proceedings of the Houston 
















一番詳細なのは AACN の定義であり、資格申請のためのマニュアルには臨床神経心理士が提供 
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表５ APA Division40 による臨床神経心理士の定義 
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可能なサービス、臨床神経心理士が従事する職場なども説明されており、職業上の資格として
認定している機関の定義らしい充実を示している。NAN が臨床神経心理士の専門性を認める
ために APA の認定が有用とし、さらにその APA Division 40 は AACN の資格を持つことが臨
床神経心理士の能力の保証となるとしていることから、AACN の資格は臨床神経心理士の能力
を称するかなり有力な根拠になるものと思われる。また NAN は 2001 年の定義の中で、博士















格認定機関には、ABCN や American Board of Neuropsychology (ABN) などがあるが、最も
大勢を占めているのは ABCN であろう。ABCN は、心理学の専門資格認定を行っているアメ
リカ専門心理士認定機関 ABPP の 14 ある専門資格認定機関（表７）のうちの神経心理学分野
 
表７ ABPP の専門資格認定機関一覧 （ABPP, 2013） 
機関名 領域
1 American Board of Clinical and Adolescent Psychology 臨床小児心理学
2 American Board of Clinical Health Psychology 臨床健康心理学
3 American Board of Clinical Neuropsychology 臨床神経心理学
4 American Board of Clinical Psychology 臨床心理学
5 American Board of  Cognitive and Behavioral Psychology 認知行動心理学
6 American Board of Counseling Psychology カウンセリング心理学
7 American Board of Couple and Family Psychology 家族心理学
8 American Board of Forensic Psychology 司法心理学
9 The American Board of Geropsychology 老年心理学
10 American Board of Group Psychology 集団心理学
11 American Board of Organaizaional and Business Consulting Psychology 組織及びビジネス関連心理学
12 American Board of Psychoanalysis in Psychology 精神分析
13 American Board of Rehabilitation Psychology リハビリテーション心理学
14 American Board of School Psychology 学校心理学
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に関する資格認定機関である。Sweet ら（2011）が 2010 年に実施したアメリカの臨床神経心
理士に関する大規模調査では、調査参加者 1685 名の内 555 名（35.1％）は ABPP の資格取得
者で、さらに 502 名（ABPP 資格取得者の 90.5％）が ABCN によって資格を証明されたもの
であり、ABN による資格を持つものは 75 名（4.8％）であったことから、臨床神経心理士で
あるものの約 3 分の 1 は ABCN の資格を取得していると考えられる。 
 
２）臨床神経心理士の実数 
 全数調査を企図した Sweet ら（2011）の研究において、初期調査では AACN, APA Division 
40, NAN の登録者リストから 7891 名を対象としていることから、重複を含めてではあるが、
全米で少なくとも 8000 名以上が臨床神経心理士として働いているものと思われる。APA では
資格を有し臨床で実践的に働いている心理士の数を 93,000 名と見積もっており（American 
Psychological Association, 2013）、約 1 割弱が臨床神経心理領域を専門としていると考えられ






 臨床神経心理士の教育レベルは、最終的に 1685 名を対象とした Sweet ら（2011）の研究で






40.2％、個人開業 27.5％）、平均年収は 132,000 ドルで、経験が 1 年未満で公的機関のみで働
いている神経心理士の平均年収は 77,500 ドル、仕事への平均満足度は 100 点中 78.3 点、収入



































の領域と言わざるを得ない。Cox (2009) は、ABCN は ABPP の 14 ある専門機関のうち最も
大きな割合を占めている機関でさらに成長途上にあるとしている。つまり臨床神経心理士資格
を認定する ABCN は現在も発展し続けるアメリカの心理の専門資格認定機関の中で最大の機
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